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フロンティアスクール中間報告書

都道府県名 新潟県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 川西町立千手小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ ２ １ １ ２ １ ０ ８
１４

児童数 ３０ ３４ ３８ ３５ ４３ ３１ ０ ２１１

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

子どもが＜わかる・できる＞喜びを感じる授業
～ 少人数指導における指導方法の工夫と評価のあり方 ～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・全学年・算数 （１学年は 指導）T.T
児童の理解の状況に差が生じやすい教科であるため

・１、３、４学年・国語 （１学年は 指導）T.T
、 、 。児童数が多く 読みの力や言語の力をつけるうえで 個に応じた指導が必要なため

( ) 年次ごとの計画2

平
成
14
年
度

○テーマ 子どもが＜わかる・できる＞喜びを感じる授業
～ 少人数指導における指導方法と評価のあり方 ～

○研究仮説
児童の自己評価を生かし、個に応じた指導を改善していけば、児童の学習意欲

の高まりを促し、学力を向上させることができる。
○研究内容・研究方法平
・内容成
（１）少人数指導のコース設定のあり方を探る。15
（２）少人数指導の単元計画への効果的な位置付けを探る。年
（３）個に応じた指導のための教材開発と教材の提示の仕方を探る。度
（４）指導と評価の一体化を図り、自己評価能力を高めるための評価のあり方を

探る。
・方法
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全 体 研 修

研究推進委員会

（１）児童の実態把握
（２）校内研究体制を組織し、日々に授業や授業研究を中心にした計画、実践、

評価の推進
（３）学習カード等、評価方法の開発
（４）学習意欲、学力を高めるための教材開発
（５）地域との連携による研究推進

○テーマ 子どもが＜わかる・できる＞喜びを感じる授業
～ 少人数指導における指導方法と評価のあり方 ～

○研究仮説
児童の自己評価を生かし、個に応じた指導を改善していけば、児童の学習意欲

の高まりを促し、学力を向上させることができる。
○研究の内容・方法平
・内容成
（１）少人数指導におけるコース設定の一層の明確化を図る。16
（２）個に応じた指導のための教材の開発をさらに進める。年
（３）指導と評価の一体化を図り、自己評価能力を高めるための評価のあり方を度

探る。
・方法
（１）平成 年度の学力との比較検討から、児童の学力実態把握と少人数指導15

のあり方を検証する。
（２）校内研究体制を組織し、日々に授業や授業研究を中心にした計画、実践、

評価の推進
（３）学習カードの作成と適切な活用と評価方法の開発
（４）学習意欲、学力を高めるための教材開発
（５）地域と連携した研究推進のための情報発信及び収集

( ) 研究推進体制3

※研修日―毎月１､２､４週 月曜日
※研究推進委員会（４名）
※少人数指導担当者２名は、下学年部、

上学年部に１名ずつ所属し、授業を
担当する。
※担任と少人数指導担当者の打ち合わ
せ

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○成果
・ 少人数指導を実施した各学年の各単元において実施したワークテストのほとんど
が、期待得点よりも上回ることができた。
・ 単元の指導計画において、コース別編成指導を設定する際、有効性のある一定の
スタイルを確立することができた。また、コース別編成指導の前後には、評価方法
を工 夫し、児童の学力及び学習意欲を評価しながら、学習を進めることが有効であ
った。
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・ 習熟度別編成指導は、その単元の学習内容における習熟度ととらえ、単元の終末
時に設定することが、児童の学習意欲を高め、学習内容の習熟を図るうえで有効で
ある。

２．今後の課題

・ 発展学習や補充学習等のとらえを一層明確にして、取り組むとともに教材の開発
を進めていく。
・ コース別学習において、一層個に応じたコース設定を検討していく。
・ 担当者間の情報交換をより密にしたり、教材研究を進めたりするための校内体制
の確立や時間の調整をしていく。
・ 自己評価能力を高めるための工夫をし、指導と評価の一体化を図る。
・ 地域の小・中学校との連携のあり方を探り、情報の発信や収集に努める。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・ ＮＲＴ学力テストによる学力分析（５月）
・ ＣＲＴ学力テストによる学力分析（１月）
・ 学力テストの分析実施後、それをふまえた評価の仕方や指導方法等を研修する。
・ 学習意欲向上事業の取組による、町共通「計算テスト （７月・１月）の実施と誤」
答傾向等の分析と対策への取組
・ 学習意欲向上事業の取組による、町共通「漢字テスト （７月・１２月）の実施と」
音読テストの実施

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ 保護者に対して、実施の様子等について便りの発行（４回 ※予定を含む）及び
リーフレットの配付
・第１年次中間発表会の実施

日時：平成 年 月 日 火 会場：千手小学校16 2 17 ( )
対象：魚沼・十日町地域全小・中学校及び県下ＦＳ校 保護者 地域住民
目的：少人数指導の取組と成果を公表し、外部からの評価を受ける。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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